
東京大学 大日本印刷 スキンディスプレイのフルカラー化に成

功 

 ― 薄型で伸縮自在な電子回路基板の実用化に目途 ― 

 

東京大学の染谷隆夫博士（大学院工学系研究科長・教授）の研究チームと大日本

印刷株式会社（以下:DNP）は、独自の伸縮性ハイブリッド電子実装技術を進化さ

せ、薄型で伸縮自在なフルカラーのスキンディスプレイと駆動・通信回路及び電

源を一体化した表示デバイスの製造に成功しました（写真 1、2）。この装置は、

皮膚上に貼り付けたディスプレイに外部から送られた画像メッセージを表示で

きるコミュニケーションシステムです。  

 

 

写真 1：薄型で伸縮自在なフルカラースキンディスプレイ 。独 自 の伸 縮 性 

ハ イ ブ リ ッ ド電 子 実 装技 術 で 、12×12 個のカラーLED と伸縮性配

線をゴムシートに実装した。 

 



 

写真 2：表示部と、駆動回路、BLE（Bluetooth Low Energy）通信回路、電源を

一体化して皮膚に貼り付けられたフルカラースキンディスプレイ。 

 

【研究のポイント】 

曲面形状に追従できる伸縮性ハイブリッド電子実装技術で使用できる部品の選

択肢が広がり、実用化に目途がつきました。この実証として、皮膚に貼って用い

るスキンディスプレイの表現力を高めるフルカラー化に成功しました。 

 

フルカラースキンディスプレイの配線の信頼性を向上し、駆動・通信回路や電源

も一体化しました。さまざまなものに簡易に貼り付けることができるようにな

りました。 

 

情報を表示・取得するデバイスの形が変わり、伝達される情報の質も変わります。

遠隔コミ ュニケーションでの感情伝達を補う効果を期待してスキンディスプ

レイを開発しました。今までにない姿の応援メッセージを送るなど、情報伝達に

おいて利便性を発揮できます。 

 

 

【主な研究内容】 

電子回路基板は、かつては固い板状の基板が主流でしたが、現在はフィルム状の

フレキシブルな基板が広く用いられています。フィルム状の基板は曲げたり丸



めたりすることはできますが、繰り返しの「伸び縮み変形」はできないため、本

チームは、伸縮し、曲面に自由に追従できる電子回路基板を目指して研究開発を

進めています。 

 

伸縮変形に追従する先行の電極配線は、その素材の伸長時における電気抵抗の

上昇や、繰り返しの伸縮時に断線しやすいという課題がありました。また、伸縮

性の高い基材上に、既存の剛直な部品を用いて電子回路を形成すると、柔軟性の

ある電極材料と剛直な部品の接合部が、伸縮時に蓄積する応力によって破壊さ

れやすいという課題もありました。 

 

本チーム独自の伸縮性ハイブリッド電子実装技術は、柔軟な基材を曲げ伸ばし

しても抵抗値が変わらない電極配線を可能とします。さらに、剛直な部品を実装

しても伸縮時に断線しにくい工夫を盛り込んでいます。信頼性を向上させた結

果、比較的大きな部品を使っても壊れにくい回路が作れるようになりました。こ

の実装技術の有効性の実証を兼ねて開発したスキンディスプレイには、12×12 

個（画素数：144）の 1.5mm角サイズのフルカラーLED が薄いゴムシートに 2.5mm

の等間隔で埋め込まれています。全体の厚みは約 2mm で、130%までの伸縮を繰

り返しても電気的・機械的特性が損なわれません。薄型・軽量で伸縮自在なため、

皮膚に直接貼り付けても人の動きを妨げることがなく、装着時の負担が大幅に

低減されます。皮膚以外にも曲面を含む色々なものに張り付けることができま

す。 

 

表示部の駆動電圧は 3.7 ボルト（V）で、表示スピードは 60 ヘルツ（Hz）、最

大消費電力は平均 100 ミリワット（mW）です。以前発表したスキンディスプレ

イは単色表示でしたが、フルカラーLED によって 9,000 色以上の色表現が可能

となりました。また、表示エリアの外周近傍に制御回路とバッテリーも実装して

おり、配線ケーブルを不要とし、手の甲に貼り付けたスキンディスプレイに外部

から BLE（BluetoothLow Energy）通信で表示内容を制御できます。 

 

曲がるだけのディスプレイは商品化済みですが、伸び縮みするディスプレイや

皮膚に貼り付けることができるレベルの極薄ディスプレイは、研究開発段階の

試作品が数件報告されているだけです。本チームは、2009 年 5 月に世界初と

なる伸び縮みする 16×16 個の有機エレクトロルミネセンス（EL）ディスプレ

イを、2016 年 8 月に厚さが 1 マイクロメートル（μm）の極薄の有機 EL 素

子で 7 セグメントのディスプレイを、2018 年 2 月には、本研究の先駆けとな

る単色スキンディスプレイを発表しました。 



 

今回の研究では、発光素子として無機半導体を発光材料とした LED と独自の伸

縮性ハイブリット電子実装技術を駆使することで、従来の伸縮性ディスプレイ

よりも圧倒的な大気安定性と機械的耐久性を同時に達成しました。伸縮自在な

ディスプレイを皮膚にフィットさせ、かつ人の動きに追従させた状態で、数百個

の LED が 1 画素の故障もなくフルカラー動画を表示できたのは、世界初です。 

 

また、本製品は、伸縮性のある配線材料として銅を採用し、一般的な電子部品製

造プロセスを用いて製造できます。産業界で実績のある量産性に優れた方法で

製造が可能なため、早期の実用化と将来の低コスト化が期待できます。 
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